
       

明日から、夏季休業となります。お子様たちが、家庭で時間を計画的に使っ

て過ごす期間となります。また、職員は通常勤務ですので、学校にいます（学

校閉庁日や年次有給休暇等を除く）。 

１学期を振り返ると、明和小学校の児童をひとことで言えば、「とにかく何

事に対しても頑張っていた」と言えると思います。その中でも特に、５年生のリーダーシップは見事なもので

した。児童会企画・集会・学校の代表としての立ち振る舞いなど、隙間時間も使って一生懸命に取り組んでい

た姿は、特筆することに値するでしょう。 

また、行事等では、「明和小学校最後の・・・」という枕詞が付くことで、心の中で張り切る気持ちと共に寂

しさも合わさった気持ちを感じつつ、その名にふさわしいものに作り上げていったのは、立派でした。これは、

７名全員の気持ちと行動が合わさらなければできないことです。 

さらに、地域のサポートも見事なものでした。その温かい気持ちに包まれていたからこそ、子ども達も「＋

α」の力を発揮できたのかもしれません。このように、子どもたちを支え、学校への理解や協力をしてくださ

った保護者の皆様、地域の皆様に改めて感謝とお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

  明日からは、暑さ等の健康状況に気を付けるとともに、交通事故や水の事故等には十分ご配慮し、楽しく有 

意義な夏休みとなるよう願っております。    

 

 

＊８月２２日（木）に、２学期に向けた準備登校として予定されています。 

＊時間は９：００～１１：００です。子どもたちの２学期に向けたレディネスを高めたいと思いますので、 

ぜひ参加させてほしいとおもいます。 
  

学校閉庁日について 

８月１０日（土）～１５日（木）の３日間は学校閉庁日（職員の出勤もありません）です。 

この間、子どもに関わる緊急な連絡等がございましたら、乙部町教育委員会(電話：６２－２２５３)まで 

ご連絡いただきますよう、お願いいたします。 

                      

                                 ★夏休み中も「早寝早起き朝ごはん！」規則正しい生活を心がけ 

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｢しておけばよかった｣「しておいてよかった」 

                                   校長 晴山 泰文 

  いよいよ夏休みが近づいてきました。昨年の猛暑の経験から、例年ですと２５日間の夏休みを 

３日延長して、今年度は２８日間になります。(冬休みは３日間短くなります) 

  １学期の間は、保護者の皆様には大変お世話になりました。日々の家庭でのご指導はもとより、 

大変盛り上がった「閉校記念明和小学校大運動会」は、本当に楽しいものになりました。 

  夏休みはもちろん子どもたちは休みです。しかし教職員は出勤が原則。ただ、昨今の「働き方改 

革」で夏季休暇が３日間から５日間に増えました。また、原則勤務しない
．．．

「学校閉庁日」も長くな 

りました。今年度の乙部町の小中学校は８月１０日(土)から１５日(木)までです。 

  夏休みになると時々思い出すことがあります。それは、私が小さかった頃、遊びに行った先の江

差のいとこが、始業式の朝に泣きながら工作を作っていたことです。作品はモップ。雑巾を板に打

ち付け、柄をつけて完成。 

やっつけ仕事の作品はお世辞にもほめられたものではありません。これは「しておけばよかった」

の典型。 

  かく言う私や私も夏休みの宿題を学校が始まる前の晩に親に怒られながらやった口ですから大き

なことは言えません。そう考えると、明和小学校の子どもたちは夏休み・冬休みの宿題や完成度の

高い工作や自由研究を提出しますから、かなり優秀です。こちらは「しておいてよかった」の例で

す。 

  １学期の様子を先生方や子どもたちから聞いてうれしかったことがたくさんあります。 

  一つ目は「名前を呼ばれたら返事をすること」です。昨年度以上に先生方がしっかりと指導して

くれた成果が出ていると思います。２学期からは「声の大きさ」にも子どもたちががんばってくれ

れば、と思っています。 

  二つ目は、文章を書くことです。毎回テーマを決めて文章を書き、完成作はホールに掲示してい

ます。ご家庭では、文章を書くためにうなっているかも知れませんが、はっきりと文章力の向上を

感じることができます。 

  まだまだたくさんの子どもたちの頑張りが１学期の間に見られました。これらは「しておいてよ

かった」ことです。 

  「しておけばよかった」と「しておいてよかった」は２文字違いで大違い。子どもたちには、これ 

らの取組を、将来、「しておいてよかった」と思ってくれるとよいのですが……。 

 

日 曜 行事・業務

1 木

2 金

3 土

4 日 マリンフェスティバル

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土 学校閉庁日

11 日
山の日
学校閉庁日

12 月
振替休日
学校閉庁日

13 火 学校閉庁日

14 水
学校閉庁日
二十歳のつどい　盆踊り花火大会

15 木 学校閉庁日

16 金

17 土

18 日 海のプールクローズ

19 月

20 火

21 水

22 木
夏休み学習会9：00～11：00
職員会議

23 金 始業式　午前授業

24 土

25 日

26 月 全校朝会（夏休みの思い出発表）

27 火 宿泊研修合同学習②（2年4時間授業）

28 水
第二時間割　ALT（2年あり）
水泳学習④ 二計測視力検査

29 木 3・4年理科なし

30 金 前期児童会⑤

31 土
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７月５日(金)に、乙部小学校との合同学習会・七夕集会が行われました。乙部小 

学校では、明和小学校の児童のためにあらかじめ、下駄箱の用意をはじめ、様々な

面で迎え入れてくれる心温まる配慮を沢山していただきました。明和小学校の児童

も、事前に準備していたことを存分に発揮し、慣れない集団の中にも勇気をもって

入っていき、楽しいひと時を過ごすことができたようです。そして、なんといって

も、知り合いの輪が広がり深まったたことは、何よりの成果だったと思います。 

交流内容では、一緒に勉強する時間と体育館で七夕集会を行う、大きく分けて２

部構成で行われました。 

授業では、自己紹介、校内の案内、交流会、合奏など、交流を意識した学習内容

と集団で楽しめる内容を用意してくれました。乙部小学校の担任の先生や児童の皆

さんには感謝しかありません。また、七夕集会では、用意していただいた笹に１０

班に分かれて１人ひとりの願いを込めた短冊がはられ、その様子を全体の場で発表

する取り組みが行われました。そしてそのあとは、乙部小学校児童会主催による全

校レクレーションが行われ、大いに盛り上がりました。すべての活動の端々に、温 

かい気持ちが伝わってきた交流会だったと思います。 

 

 

 

７月８日(月)に、全国体力・運動能力運動習慣等等調査の、２０ｍシャト   

ルラン、上体起こし、握力、立ち幅とび、反復横とび、長座体前屈と、５０  

ｍ走、ソフトボール投げの計８種目に挑戦しました（５０ｍ走とボール投げ   

は、校内陸上大会実施済）。自分の目標をたて、真剣に取り組んでいました。 

 

                                           

 

  ７月４日(木)に参観日を行いました。多くの保護者の皆様、教育委員会の皆様の参

観を賜り、子どもたちも張り合いがあった授業をしているように感じました。お忙しい

中、貴重な時間を作っていただき、そして、本校まで足を運んでいただき、ありがとうご

ざいました。 

２・５年生は複式での国語の授業を、３年生は算数の授業を、４年生も算数の授業を

行い、参観していただきました。さらに、全体懇談会・学級懇談会にもたくさんご参加い

ただきました。全体懇談では、親子レクの企画も積極的に提案してくださり、ありがとう

ございました。 

 

７月１９日（金）に、地震・津波を想定した避難訓練の学習会を行いました。日本は、いつど

こで地震が起きても不思議ではない地理条件にあります。能登半島地震の痛ましい災害は、

記憶に新しいところです。当日は、天候が雨のため、避難訓練はできませんでしたが、防災に

向けたビデオや明和地区のハザードマップを実際に見て確認したり、クイズなどを交えたりしながら授業が行われまし

た。子どもたちの感想からは、津波が来るかもしれないので、避難場所にすぐに逃げるとか、川沿いに逃げない等の感想

があがりました。 

さて、地震そのものの脅威は言うまでもありませんが、それに伴う火災や津波の被害は、時として甚大な被害にまで拡

大するときがあります。特に津波の場合、奥尻沖地震の津波の最大の高さは最大３０ｍ以上です。また、発生からおよそ

5 分で沿岸に到着し、浸水到着速度は、時速３０ｋｍ以上（水深が深ければ時速８0０kｍ以上）だったとかというデータも

あります。つまり、いかに素早く判断し、適切な場所に避難できるかが、自分の命を守ることに直結するのです。 

「自分の命は自分で守る！」。いや、自分だけではなく、それぞれの家族全員が助かってこその安全安心です。忘れた

ころにやってくる天災。防災につきましては、ご家庭や地域で改めてご確認をしていただき、身を守ることへの意識を高

めて頂けると幸いです。 

 

 

匿名希望  しびの岬 様 

 

私が小学生だったときは旧校舎で、全校児童は４０人前後で、同級生は７人、すでに複式学級でし

た。 

中庭には遊具やアメンボがいる池があり、昼休みには学年関係なく中庭や体育館で遊んでいました。 

理科室は昼間でも暗くて怖かったイメージがあります。あの頃から通学路に熊が出ており、全員に笛 

が配付されたこともありました。 

 

当時は町内に４つの小学校があったので、複式交流会で他の学校の児童と遊んだり、町内球技大会や 

陸上競技大会で顔を合わせたりしていました。後に、私が中学校３年の時に中学校が統合したので、 

交流会が沢山あって良かったです。 

 

私の小学校時代の記憶は、とにかく「遊んで学んだ」です。勉強もしましたが、いまだに記憶に残っ

ているものは正直、全くありません（笑）。冬にはみんなで協力し、先生を言葉巧みに誘い、授業をつ

ぶして百人一首をしたり・・・。（先生方本当に申し訳ありません。） 

 

小学校時代の友達は、学年に関係なく、今

でも大切な仲間です。 

明和小学校で過ごした６年間は、私にとっ

てかけがえのない大切な時間です。 

 

 

（写真は、この記事とは関係のない、 

歴代の明和小学校の児童の様子です） 

乙部小学校に七夕集会に行ってきました 

明和小学校と私 


